
JP 2012-510324 A5 2014.6.26

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公表番号】特表2012-510324(P2012-510324A)
【公表日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-018
【出願番号】特願2011-538966(P2011-538966)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  13/00    　　　　

【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】吸入器
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤を吸入可能な物質、物質調合薬又は混合物の形態で投与する吸入器、特
に粉末吸入器であって、マウスピースと、ハウジングを備えたマガジンとを有し、ハウジ
ングが薬剤を入れた複数個のキャビティを有し、マウスピースがキャビティのうちの１つ
と流体結合状態にある形式の吸入器に関する。
【０００２】
　吸入（ベンチュリ効果）の際に作られる減圧流れによって薬剤チャンバへの直接的な結
合が行なわれ、薬剤チャンバ内に入れられている粉末状薬剤が取り出される吸入器が先行
技術で知られている。米国特許第６６５５３８１号明細書に記載された吸入器では、粉末
状薬剤は、円をなして配置されたキャビティ内に設けられている環状マガジン内に貯蔵さ
れている。キャビティを封止するシールが本質的にはまるごと取り外され、くびれ部又は
絞り部を備えたベンチュリ管がマガジンに平行にキャビティの上方に配置されている。長
い乱流チャンバが薬剤をキャビティから本質的に１回で（一挙に）取り出すためにベンチ
ュリ管に連結されている。
【０００３】
　さらに、穿孔によって薬剤チャンバが開封される吸入器が存在する。しかしながら、こ
のように密封フィルムに形成される開口部は、それほど精密には作られていない。
【０００４】
　さらに、欧州特許出願公開第１８４４８０６（Ａ１）号明細書は、駆動流が空気チャネ
ル内に作られ、この駆動流は、空気チャネルに絞り部又はくびれ部が設けられているので
この領域に減圧流を生じさせる多数回投与型粉末吸入器を記載している。減圧流を生じさ
せる空気チャネルの幅の最も狭い又は最も細い部分は、薬剤チャンバの放出開口部に結合
されている。放出開口部は、制御開口部に結合されており、その結果、放出流が放出開口
部を出て制御開口部を通って形成されると共に薬剤チャンバを通って形成されるようにな
っている。放出流は、薬剤チャンバに流入する前においては駆動流には結合されず、放出
開口部を出た後に駆動流と合流し、その結果、放出流と共に運ばれた薬剤が駆動流により
マウスピースに向かって送り戻される。薬剤マガジンは、典型的には、制御開口部及び放
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出開口部に加えて、充填開口部を有し、この充填開口部は、マガジンの他の２つの開口部
とは別個独立に設けられ、この充填開口部は、充填を容易にするために比較的大径である
のが良い。充填開口部は、これに粉末を充填した後、フィルムで密封される。薬剤マガジ
ンが円の状態に配置された複数個の薬剤チャンバを備えた環状マガジンとして構成されて
いる場合、各チャンバの制御開口部と放出開口部は、マガジンの一方の側で互いに間隔を
置いて配置され、充填開口部は、マガジンの反対側に配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１８４４８０６（Ａ１）号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、上述した種類の吸入器であって、作動が容易且つ確
実であり、しかも構造が簡単な吸入器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、この課題は、閉鎖状態のハウジングが非密封状態のキャビティを備え
た少なくとも１つのキャリヤを覆うカバーを有し、キャリヤがキャビティをマウスピース
に流体結合するためにカバーに対して動くことができるという特徴によって解決される。
【０００８】
　特にいわゆる多数回投与型粉末吸入器として構成される吸入器を用いるためには、シー
ルをキャビティから取り外し又はこのようなシールを穿孔する必要はない。これとは異な
り、薬剤の入っているキャビティは、ハウジングのカバーだけで覆われている。本発明は
、薬剤が定期的に服用されるべき場合であって薬剤が正しく貯蔵されているときに薬剤の
寿命の終わりまでに通常消費されるのと同数の薬剤投与分のみを提供する場合においては
、専用フィルムによる密封を行うことによりキャビティ内の薬剤を湿分又は湿気から保護
することが絶対に必要不可欠であるというわけではないという知見に基づいている。
【０００９】
　吸入器は、商標名ハンディヘイラ（HandiHaler（登録商標））、スピンヘイラ（Spinha
ler（登録商標））、ロータヘイラ（Rotahaler（登録商標））、アエロライザ（Aerolize
r（登録商標））、フローカップス（Flowcaps（登録商標））、ターボスピン（Turbospin
（登録商標））、エーアイアール・ディーピーアイ（AIR DPI（登録商標））、オービタ
ル（Orbital（登録商標））、ダイレクトヘイラ（Directhaler（登録商標））で知られて
いると共に／或いは独国特許第３３４５７２２号明細書、欧州特許第０５９１１３６号明
細書、独国特許第４３１８４５５号明細書、国際公開第９１／０２５５８号パンフレット
、仏国特許出願公開第２１４６２０２（Ａ）号明細書、米国特許第４０６９８１９号明細
書、欧州特許第６６６０８５号明細書、欧州特許第８６９０７９号明細書、米国特許第３
，９９１，７６１号明細書、国際公開第９９／４５９８７号パンフレット、国際公開第２
０００／５１６７２号パンフレット、ベル，ジェイ（Bell, J），「ファーマシューティ
カル・サイエンス６０（Pharm. Sci. 60）」，１５５９（１９７１）、コックス，ブリッ
ト（Cox, Brit），「メディスン・ジャーナル２（Med.J.2 ）」，６３４（１９６９）に
記載されている。１回投与型及び多数回投与型粉末吸入器、具体的には、スピンヘイラ（
Spinhaler（登録商標））、ロータヘイラ（Rotahaler（登録商標））、アエロライザ（Ae
rolizer（登録商標））、インヘレータ（Inhalator（登録商標））、ハンディヘイラ（Ha
ndiHaler（登録商標））、ディスクヘイラ（Diskhaler（登録商標））、ディスカス（Dis
kus（登録商標））、アキュヘイラ（Accuhaler（登録商標））、アエロヘイラ（Aerohale
r（登録商標））、エクリプス（Eclipse（登録商標））、ターボヘイラ（Turbohaler（登
録商標））、タービュヘイラ（Turbuhaler（登録商標））、イージーヘイラ（Easyhaler
（登録商標））、ノボライザ（Novolizer（登録商標））、クリックヘイラ（Clickhaler
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（登録商標））、パルバイナル（Pulvinal（登録商標））、ノボライザ（Novolizer（登
録商標））、スキーヘイラ（SkyeHaler（登録商標））、エキセロバイヤ（Xcelovair（登
録商標））、パルバイナ（Pulvina（登録商標））、タイフーン（Taifun（登録商標））
、マグヘイラ（MAGhaler（登録商標））、ツイストヘイラ（Twisthaler（登録商標））及
びジェットヘイラ（Jethaler（登録商標））が知られている。
【００１０】
　抗コリン作動薬、ベータミメティック（betamimetic(s)）、ステロイド、ホスホジエス
トラーゼ（ＰＤＥ）ＩＶ阻害薬、ＬＴＤ４‐拮抗薬及びＥＧＦＲ‐キナーゼ阻害薬、抗ア
レルギー薬、バッカクアルカロイド誘導体、トリプタン、ＣＧＲＰ拮抗薬、ホスホジエス
テラーゼ‐Ｖ阻害薬及びこの種の有効物質の組み合わせ、例えばベータミメティック＋抗
コリン作動薬又はベータミメティック＋抗アレルギー薬から成る群から選択された薬剤が
、本発明の関連において特に好ましい。組み合わせの場合、好ましくは、有効物質のうち
の少なくとも１種類は、化学的に結合された水を含む。好ましくは、抗アレルギー薬含有
有効物質が、単一製剤又は組み合わせ製剤の形態で用いられる。
【００１１】
　以下は、有効成分又はその塩の特定の例である。
【００１２】
　使用されるべき抗コリン作動薬は、好ましくは、チオトロピウムブロミド、オキシトロ
ピウムブロミド、フルトロピウムブロミド、イプラトロピウムブロミド、グリコピロニウ
ム塩、トロスピウムクロリド、トルテロジン、トロペノル２，２‐ジフェニルプロピオネ
ートメトブロミド、スコピン２，２‐ジフェニルプロピオネートメトブロミド、スコピン
２‐フルオロ‐２，２‐ジフェニルアセテートメトブロミド、トロペノル２‐フルオロ‐
２，２‐ジフェニルアセテートメトブロミド、トロペノル　３，３′，４，４′‐テトラ
フルオロベンジレートメトブロミド、スコピン３，３′，４，４′‐テトラフルオロベン
ジレートメトブロミド、トロペノル４，４′‐ジフルオロベンジレートメトブロミド、ス
コピン４，４′‐ジフルオロベンジレートメトブロミド、トロペノル３，３′‐ジフルオ
ロベンジレートメトブロミド、スコピン３，３′‐ジフルオロベンジレートメトブロミド
、トロペノル９‐ヒドロキシ‐フルオレン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、トロペ
ノル９‐フルオロ‐フルオレン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、スコピン９‐ヒド
ロキシ‐フルオレン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、スコピン９‐フルオロ‐フル
オレン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、トロペノル９‐メチル‐フルオレン‐９‐
カルボキシレートメトブロミド、スコピン９‐メチル‐フルオレン‐９‐カルボキシレー
トメトブロミド、シクロプロピルトロピンベンジレートメトブロミド、２，２‐ジフェニ
ルプロピオネートシクロプロピルトロピンメトブロミド、シクロプロピルトロピン９‐ヒ
ドロキシ‐キサンテン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、シクロプロピルトロピン９
‐メチル‐フルオレン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、シクロプロピルトロピン９
‐メチル‐キサンテン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、シクロプロピルトロピン９
‐ヒドロキシ‐フルオレン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、シクロプロピルトロピ
ンメチル４，４′‐ジフルオロベンジレートメトブロミド、トロペノル９‐ヒドロキシ‐
キサンテン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、スコピン９‐ヒドロキシ‐キサンテン
‐９‐カルボキシレートメトブロミド、トロペノル９‐メチル‐キサンテン‐９‐カルボ
キシレートメトブロミド、スコピン９‐メチル‐キサンテン‐９‐カルボキシレートメト
ブロミド、トロペノル９‐エチル‐キサンテン‐９‐カルボキシレートメトブロミド、ト
ロペノル９‐ジフルオロメチル‐キサンテン‐９‐カルボキシレートメトロブロミド及び
スコピン９‐ヒドロキシメチル‐キサンテン‐９‐カルボキシレートメトブロミド並びに
オプションとしてこれらのラセミ化合物、エナンチオマー又はジアステレオマーの形態及
びオプションとしてこれらの塩、溶媒化合物及び／又は水和物の形態の中から選択される
。
【００１３】
　使用可能なベータミメティックは、好ましくは、アルブテロール、バンブテロール、ビ
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トルテロール、ブロクサテロール、カルブテロール、クレンブテロール、フェノテロール
、ホルモテロール、ヘキソプレナリン、イブテロール、インダカテロール、イソエタリン
、イソプレナリン、レボサルブタモル、マブテロール、メルアドリン、メタプロテレノー
ル、オルチプレナリン、ピルブテロール、プロカテロール、レプロテロール、リミテロー
ル、リトドリン、サルメテロール、サルメファモル、ソテレノット、スルホンテロール、
チアラミド、テルブタリン、トルブテロール、ＣＨＦ‐１０３５、ＨＯＫＵ‐８１、ＫＵ
Ｌ‐１２４８、３‐（４‐｛６‐［２‐ヒドロキシ‐２‐（４‐ヒドロキシ‐３‐ヒドロ
キシメチル‐フェニル）‐エチルアミノ］‐ヘキシロキシ｝‐ブチル）‐ベンゾルスルホ
ナミド、５‐［２‐（５，６‐ジエチル‐インダン‐２‐イルアミノ）‐１‐ヒドロキシ
‐エチル］‐８‐ヒドロキシ‐１Ｈ‐キノリン‐２‐オン、４‐ヒドロキシ‐７‐［２‐
｛［２‐｛［３‐（２‐フェニルエトキシ）プロピル］スルホニル｝エチル］‐アミノ｝
エチル］‐２（３Ｈ）‐ベンゾチアゾロン、１‐（２‐フルオロ‐４‐ヒドロキシフェニ
ル）‐２‐［４‐（１‐ベンジミダゾリル）２‐メチル‐２‐ブチルアミノ］エタノール
、１‐［３‐（４‐メトキシベンジル‐アミノ）‐４‐ヒドロキシフェニル］‐２‐［４
‐（１‐ベンジミダゾリル）‐２‐メチル‐２‐ブチルアミノ］エタノール、１‐［２Ｈ
‐５‐ヒドロキシ‐３‐オキソ‐４Ｈ‐１，４‐ベンゾキサジン‐８‐イル］‐２‐［３
‐（４‐Ｎ，Ｎ‐ジメチルアミノフェニル）‐２‐メチル‐２‐プロピルアミノ］エタノ
ール、１‐［２Ｈ‐５‐ヒドロキシ‐３‐オキソ‐４Ｈ‐１．４‐ベンゾキサジン‐８‐
イル］‐２‐［３‐（４‐メトキシフェニル）‐２‐メチル‐２‐プロピルアミノ］エタ
ノール、１‐［２Ｈ‐５‐ヒドロキシ‐３‐オキソ‐４Ｈ‐１．４‐ベンゾキサジン‐８
‐イル］‐２‐［３‐（４‐ｎ‐ブチルオキシフェニル）‐２‐メチル‐２‐プロピルア
ミノ］エタノール、１‐［２Ｈ‐５‐ヒドロキシ‐３‐オキソ‐４Ｈ‐１．４‐ベンゾキ
サジン８‐イル］‐２‐｛４‐［３‐（４‐メトキシフェニル）‐１．２．４‐トリアゾ
ル‐３‐イル］‐２‐メチル‐２‐ブチルアミノ｝エタノール、５‐ヒドロキシ‐８‐（
１‐ヒドロキシ‐２‐イソプロピルアミノブチル）‐２Ｈ‐１．４‐ベンゾキサジン‐３
‐（４Ｈ）‐オン、１‐（４‐アミノ‐３‐クロロ‐５‐トリフルオルメチルフェニル）
‐２‐ｔ‐ブチルアミノ）エタノール及び１‐（４‐エトキシカルボニルアミノ‐３‐シ
アノ‐５‐フルオロフェニル）‐２‐（ｔ‐ブチルアミノ）エタノール並びにオプション
としてこれらのラセミ化合物、エナンチオマー又はジアステレオマーの形態及びオプショ
ンとしてこれらの薬理学的に容認できる酸添加塩、溶媒化合物及び／又は水和物の形態の
中から選択される。
【００１４】
　使用可能なステロイドは、好ましくは、プレドニソロン、プレドニソン、ブチキソコル
トプロピオネート、ＲＰＲ‐１０６５４１、フルニソリド、ベクロメタソン、トリアムシ
ノロン、ブデソニド、フルチカソン、モメタソン、シクレソニド、ロフレポニド、ＳＴ‐
１２６、デキサメタソン、（Ｓ）‐フルオロメチル　６α，９α‐ジフルオロ‐１７α‐
［（２‐フラニルカルボニル）オキシ］‐１１β‐ヒドロキシ‐１６α‐メチル‐３‐オ
キソ‐アンドロスタ‐１，４‐ジエン‐１７β‐カルボチオネート、（Ｓ）‐（２‐オキ
ソ‐テトラヒドロ‐フラン‐３Ｓ‐イル）　６α，９α‐ジフルオロ‐１１β‐ヒドロキ
シ‐１６α‐メチル‐３‐オキソ‐１７α‐プロピオニルオキシ‐アンドロスタ‐１，４
‐ジエン‐１７β‐カルボチオネート及びエチプレドノール‐ジクロロアセテート（ＢＮ
Ｐ‐１６６）並びにオプションとしてこれらのラセミ化合物、エナンチオマー又はジアス
テレオマーの形態及びオプションとしてこれらの塩、このような塩の誘導体、溶媒化合物
及び／又は水和物の形態の中から選択される。
【００１５】
　使用可能なＰＤＥＩＶ阻害薬は、好ましくは、エンプロフィリン、テオフィルリン、ロ
フルミラスト、アリフロ（チロミラスト）、ＣＰ‐３２５，３６６、ＢＹ３４３、Ｄ‐４
３９６（Ｓｃｈ‐３５１５９１）、ＡＷＤ‐１２‐２８１（ＧＷ‐８４２４７０）、Ｎ‐
（３，５‐ジクロロ‐１‐オキソ‐ピリジン‐４‐イル）‐４‐ジフルオロメトキシ‐３
‐シクロプロピルメトキシベンザミド、ＮＣＳ‐６１３、プマフェンチン、（‐）ｐ‐［
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（４ａＲ*，１０ｂＳ*］）‐９‐エトキシ‐１，２，３，４，４ａ，１０ｂ‐ヘキサヒド
ロ‐８‐メトキシ‐２‐メチルベンゾ［ｓ］［１，６］ナフチリジン‐６‐イル］‐Ｎ，
Ｎ‐ジイソプロピルベンザミド、（Ｒ）‐（＋）‐１（４‐ブロモベンジル）‐４‐［３
‐シクロペンチルオキシ］‐４‐メトキシフェニル］‐２‐ピロリドン、３‐（シクロペ
ンチルオキシ‐４‐メトキシフェニル）‐１‐（４‐Ｎ′‐［Ｎ‐２‐シアノ‐Ｓ‐メチ
ル‐イソチオウレイド］ベンジル）‐２‐ピロリドン、シス［４‐シアノ‐４‐（３‐シ
クロペンチルオキシ‐４‐メトキシフェニル）シクロヘキサン‐１‐カルボン酸］、２‐
カルボメトキシ‐４‐シアノ‐４‐（３‐シクロプロピルメトキシ‐４‐ジフルオロメト
キシフェニル）シクロヘキサン‐１‐オン、シス［４‐シアノ‐４‐（３‐シクロプロピ
ル‐メトキシ‐４‐ジフルオロメトキシフェニル）シクロヘキサン‐１‐オル］、（Ｒ）
‐（＋）‐エチル［４‐（３‐シクロペンチルオキシ‐４‐メトキシフェニル）ピロリジ
ン‐２‐イリデン］アセテート、（Ｓ）‐（‐）‐エチル［４‐（３‐シクロペンチルオ
キシ］‐４‐メトキシフェニル）ピロリジン‐２‐イリデン］アセテート、ＣＤＰ８４０
、ベイ（Ｂａｙ）‐１９８００４、Ｄ‐４４１８、ＰＤ‐１６８７８７、Ｔ‐４４０、Ｔ
２５８５、アロフィルリン、アチゾラン、Ｖ‐１１２９４Ａ、Ｃ１‐１０１８、ＣＤＣ‐
８０１、ＣＤＣ‐３０５２、Ｄ‐２２８８８、ＹＭ‐５８９９７、Ｚ‐１５３７０、９‐
シクロペンチル‐５，６‐ジヒドロ‐７‐エチル‐３（２‐チエニル）‐９Ｈ‐ピラゾロ
［３，４‐ｃ］‐１，２，４‐トリアゾロ［４，３‐ａ］ピリジン及び９‐シクロペンチ
ル‐５，６‐ジヒドロ‐７‐エチル‐３‐（ｔ‐ブチル）‐９Ｈ‐ピラゾロ［３，４‐ｃ
］‐１，２，４‐トリアゾロ［４，３‐ａ］ピリジン並びにオプションとしてこれらのラ
セミ化合物、エナンチオマー又はジアステレオマーの形態及びオプションとしてこれらの
薬理学的に容認できる酸添加塩、溶媒化合物及び／又は水和物の形態の中から選択される
。
【００１６】
　使用可能なＬＴＤ４‐拮抗薬は、好ましくは、モンテルカスト、１‐（（（Ｒ）‐（３
‐（２‐（６，７‐ジフルオロ‐２‐キノリニル）エテニル）フェニル）‐３‐（２‐（
２‐ヒドロキシ‐２‐プロピル）フェニル）チオ）メチルシクロプロパン‐酢酸、１‐（
（（１（Ｒ）‐３（３‐（２‐（２，３‐ジクロロチエノ［３，２‐ｂ］ピリジン‐５‐
イル）‐（Ｅ）エテニル）フェニル）‐３‐（２‐（１‐ヒドロキシ‐１‐メチレチル）
フェニル）プロピル）チオ）メチル）シクロプロパン‐酢酸、プランルカスト、ザフィル
ルカスト、［２‐［［２‐（４‐ｔ‐ブチル‐２‐チアゾリル）‐５‐ベンゾフラニル］
オキシメチル］フェニル］酢酸、ＭＣＣ‐８４７（ＺＤ‐３５２３）、ＭＮ‐００１、Ｍ
ＥＮ‐９１５０７（ＬＭ‐１５０７）、ＶＵＦ‐５０７８、ＶＵＦ‐Ｋ‐８７０７及びＬ
‐７３３３２１並びにオプションとしてこれらのラセミ化合物、エナンチオマー又はジア
ステレオマーの形態及びオプションとしてこれらの薬理学的に容認できる酸添加塩、溶媒
化合物及び／又は水和物の形態の中から選択される。
【００１７】
　使用可能なＥＧＦＲ‐キナーゼ阻害薬は、好ましくは、セツキマブ（cetuximab ）、ト
ラスツズマブ（trastuzumab ）、ＡＢＸ‐ＥＧＦ、マブ（Mab ）ＩＣＲ‐６２、４‐［（
３‐クロロ‐４‐フルオロフェニル）アミノ］‐６‐｛［４‐（モルフォニン‐４‐イル
）‐１‐オキソ‐２‐ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐７‐シクロプロピルメトキシ‐キナ
ゾリン、４‐［（Ｒ）‐（１‐フェニル‐エチル）アミノ］‐６‐｛［４‐（モルフォリ
ン‐４‐イル）‐１‐オキソ‐２‐ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐７‐シクロペンチルオ
キシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐｛［
４‐（（Ｒ）‐６‐メチル‐２‐オキソ‐モルフォリン‐４‐イル）‐１‐オキソ‐２‐
ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐７‐［（Ｓ）‐（テトラヒドロフラン‐３‐イル）オキシ
］‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐［２‐
（（Ｓ）‐６‐メチル‐２‐オキソ‐２‐モルフォリン‐４‐イル）‐エトキシ］‐７‐
メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロフェニル）アミノ］‐６‐（
｛４‐［Ｎ‐（２‐メトキシ‐エチル）‐Ｎ‐メチル‐アミノ］‐１‐オキソ‐２‐ブテ
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ン‐１‐イル｝アミノ）‐７‐シクロプロピルメトキシ‐キナゾリン、４‐［（Ｒ）‐（
１‐フェニル‐エチル）アミノ］‐６‐（｛４‐［Ｎ‐（テトラヒドロピラン‐４‐イル
）‐Ｎ‐メチル‐アミノ］‐１‐オキソ‐２‐ブテン‐１‐イル｝アミノ）‐７‐シクロ
プロピルメトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロフェニル）アミノ］
‐６‐（｛４‐［Ｎ‐（２‐メトキシ‐エチル）‐Ｎ‐メチル‐アミノ］‐１‐オキソ‐
２‐ブテン‐１‐イル｝アミノ）‐７‐シクロペンチルオキシ‐キナゾリン、４‐［（３
‐クロロ‐４‐フルオロフェニル）アミノ］‐６‐｛［４‐（Ｎ，Ｎ‐ジメチルアミノ）
‐１‐オキソ‐２‐ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐７‐［（Ｒ）‐（テトラヒドロフラン
‐２‐イル）メトキシ］‐キナゾリン、４‐［（３‐エチニル‐フェニル）アミノ］‐６
，７‐ビス‐（２‐メトキシ‐エトキシ）‐キナゾリン、４‐［（Ｒ）‐（１‐フェニル
‐エチル）アミノ］‐６‐（４‐ヒドロキシ‐フェニル）‐７Ｈ‐ピロロ［２，３‐ｄ］
ピリミジン、３‐シアノ‐４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロフェニル）アミノ］‐６‐
｛［４‐（Ｎ，Ｎ‐ジメチルアミノ）‐１‐オキソ‐２‐ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐
７‐エトキシ‐キノリン、４‐［（Ｒ）‐（１‐フェニル‐エチル）アミノ］‐６‐｛［
４‐（（Ｒ）‐６‐メチル‐２‐オキソ‐モルフォリン‐４‐イル）‐１‐オキソ‐２‐
ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フ
ルオロフェニル）アミノ］‐６‐｛［４‐（モルフォリン‐４‐イル）‐１‐オキソ‐２
‐ブテン‐１‐イル］アミノ｝‐７‐［（テトラヒドロフラン‐２‐イル）メトキシ］‐
キナゾリン、４‐［（３‐エチニル‐フェニル）アミノ］‐６‐｛［４‐（５，５‐ジメ
チル‐２‐オキソ‐モルフォリン‐４‐イル）‐１‐オキソ‐２‐ブテン‐１‐イル］ア
ミノ｝‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐｛
２‐［４‐（２‐オキソ‐モルフォリン‐４‐イル）‐ピペリジン‐１‐イル］‐エトキ
シ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミ
ノ］‐６‐（トランス‐４‐アミノ‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ）‐７‐メトキシ
‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（トラン
ス‐４‐メタンスルフォニルアミノ‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ）‐７‐メトキシ
‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（テトラ
ヒドロピラン‐３‐イルオキシ］‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４
‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐｛１‐［（モルフォリン‐４‐イル）カルボニル
］‐ピペリジン‐４‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐
４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（ピペリジン‐３‐イルオキシ）‐７‐メトキ
シ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐［１‐
（２‐アセチルアミノ‐エチル）‐ピペリジン‐４‐イルオキシ］‐７‐メトキシ‐キナ
ゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（テトラヒドロ
ピラン‐４‐イルオキシ）‐７‐エトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フル
オロ‐フェニル）アミノ］‐６‐｛トランス‐４‐［（モルフォリン‐４‐イル）カルボ
ニルアミノ］‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［
（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐｛１‐［（ピペリジン‐１‐イ
ル）カルボニル］‐ピペリジン‐４‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［
（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（シス‐４‐｛Ｎ‐［（モルフ
ォリン‐４‐イル）カルボニル］‐Ｎ‐メチル‐アミノ｝‐シクロヘキサン‐１‐イルオ
キシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）ア
ミノ］‐６‐（トランス‐４‐エタンスルホニルアミノ‐シクロヘキサン‐１‐イルオキ
シ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミ
ノ］‐６‐（１‐メタンスルフォニル‐ピペリジン‐４‐イルオキシ）‐７‐（２‐メト
キシ‐エトキシ）‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ
］‐６‐｛１‐（２‐メトキシ‐アセチル）‐ピペリジン‐４‐イルオキシ］‐７‐（２
‐メトキシ‐エトキシ）‐キナゾリン、４‐［（３‐エチニル‐フェニル）アミノ］‐６
‐（テトラヒドロピラン‐４‐イルオキシ］‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐
クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（シス‐４‐｛Ｎ‐［（ピペリジン‐
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１‐イル）カルボニル］‐Ｎ‐メチル‐アミノ｝‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ）‐
７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐
６‐｛シス‐４‐［（モルフォリン‐４‐イル）カルボニルアミノ］‐シクロヘキサン‐
１‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フ
ェニル）アミノ］‐６‐｛１‐［２‐（２‐オキソピロリジン‐１‐イル）エチル］‐ピ
ペリジン‐４‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐エチニル‐フェ
ニル）アミノ］‐６‐（１‐アセチル‐ピペリジン‐４‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐
キナゾリン、４‐［（３‐エチニル‐フェニル）アミノ］‐６‐（１‐メチル‐ピペリジ
ン‐４‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐エチニル‐フェニル）
アミノ］‐６‐（１‐メタンスルフォニル‐ピペリジン‐４‐イルオキシ）‐７‐メトキ
シ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（１‐
メチル‐ピペリジン‐４‐イルオキシ）‐７（２‐メトキシ‐エトキシ）‐キナゾリン、
４‐［（３‐エチニル‐フェニル）アミノ］‐６‐｛１‐［（モルフォリン‐４‐イル）
カルボニル］‐ピペリジン‐４‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３
‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）‐アミノ］‐６‐｛１‐［Ｎ‐メチル‐Ｎ‐２‐メ
トキシエチル‐アミノ］カルボニル］‐ピペリジン‐４‐イルオキシ｝‐７‐メトキシ‐
キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（１‐エチ
ル‐ピペリジン‐４‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐
４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐［シス‐４‐（Ｎ‐メタンスルフォニル‐Ｎ‐
メチル‐アミノ）‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ］‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４
‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐［シス‐４‐（Ｎ‐アセチ
ル‐Ｎ‐メチル‐アミノ）‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ］‐７‐メトキシ‐キナゾ
リン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（トランス‐４‐
メチルアミノ‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［
（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐［トランス‐４‐（Ｎ‐メタン
スルフォニル‐Ｎ‐メチル‐アミノ）‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ］‐７‐メトキ
シ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（トラ
ンス‐４‐ジメチルアミノ‐シクロヘキサン‐１‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾ
リン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（トランス‐４‐
｛Ｎ‐［（モルフォリン‐４‐イル）カルボニル］‐Ｎ‐メチル‐アミノ｝‐シクロヘキ
サン‐１‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオ
ロ‐フェニル）アミノ］‐６‐［２‐（２，２‐ジメチル‐６‐オキソ‐モルフォリン‐
４‐イル）‐エトキシ］‐７‐［（Ｓ）‐（テトラヒドロフラン‐２‐イル）メトキシ］
‐キナゾリン、４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（１‐メ
タンスルフォニル‐ピペリジン‐４‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン、４‐［
（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フェニル）アミノ］‐６‐（１‐シアノ‐ピペリジン‐４
‐イルオキシ）‐７‐メトキシ‐キナゾリン及び４‐［（３‐クロロ‐４‐フルオロ‐フ
ェニル）アミノ］‐６‐｛１‐［（２‐メトキシエチル）カルボニル］‐ピペリジン‐４
‐エトキシ｝‐７‐メトキシ‐キナゾリン並びにオプションとしてこれらのラセミ化合物
、エナンチオマー又はジアステレオマーの形態及びオプションとしてこれらの薬理学的に
容認できる酸添加塩、溶媒化合物及び／又は水和物の形態の中から選択される。
【００１８】
　化合物が形成できる可能性のある薬理学的に容認できる酸を含む酸添加塩という用語は
、例えば、ヒドロクロリド（塩酸塩）、ヒドロブロミド（臭化水素酸塩）、ヒドロイオジ
ド（沃化水素酸）、ヒドロスルフェート（重硫酸塩）、ヒドロホスフェート、ヒドロメタ
ンスルホネート、ヒドロニトレート、ヒドロマレアート、ヒドロアセテート、ヒドロベン
ゾエート、ヒドロシトレート、ヒドロフマレート、ヒドロタルトレート、ヒドロオキサレ
ート、ヒドロスクシネート、ヒドロベンゾエート及びヒドロ－ｐ－トルエンスルホネート
、好ましくは、ヒドロクロリド、ヒドロブロミド、ヒドロスルフェート、ヒドロホスフェ
ート、ヒドロフマレート及びヒドロメタンスルホネート、ヒドロニトレート、ヒドロマレ
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アートの中から選択された塩を意味している。
【００１９】
　抗アレルギー薬の例は、クロモグリク酸二ナトリウム、ネドルロミルである。
【００２０】
　バッカクアルカロイドの誘導体の例は、ジヒドロエルゴタミン、エルゴタミンである。
【００２１】
　吸入に適した物質の例としては、上述の有効物質、これらの塩及びエステル並びにこれ
ら有効物質、塩及びエステルの組み合わせを含む薬剤が挙げられる。
【００２２】
　好ましくは、吸入器の個々の部分を構成するプラスチックは、ポリマー、熱可塑性縮合
重合体、ポリアダクト（polyadduct）、改質天然材料若しくはゴム又はこれらプラスチッ
クの混合物である。
【００２３】
　特に好ましいプラスチックは、ポレオレフィン、塩化ビニルポリマー、スチレンポリマ
ー、ポリアセタール、ポリアミド、熱可塑性ポリエステル、熱可塑性ポリアリールエーテ
ル又はこれらプラスチックの混合物である。これらプラスチックの例は、ポリエチレン、
ポリ塩化ビニル、ポリオキシメチレン、ポリアセタール、アクリロニトリル／ブタジエン
／スチレン（ＡＢＳ）、アクリロニトリル／スチレン／アクリレート（ＡＳＡ）、ポリア
ミド、ポリカーボネート、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（ブチレンテレフタレ
ート）又はポリ（フェニレンエーテル）である。この種のプラスチックは、例えば、独国
ヌフリンゲン所在のアンシンガー（Ensinger）社から入手できる。
【００２４】
　一特徴によれば、カバーは、流出開口部及び流入開口部を有し、流出開口部及び流入開
口部は、マウスピースの付近で互いに間隔を置いて配置され、少なくとも流出開口部は、
空にされるべきカップ形キャビティの付近に配置されている。したがって、吸入時に生じ
た放出流のうちの少なくとも何割かがキャビティ内に入っている薬剤上を流れてこれを同
伴するようフローチャネルが構成されている。薬剤をばらばらにすること及び分散させる
ことは、キャビティ及び／又は導出又は流入開口部及び／又はマウスピースの内部構成の
影響を受ける場合がある。
【００２５】
　好都合には、マウスピースは、特にスロット形流出開口部と流入開口部との間に断面く
びれ部又は絞り部を有する。吸入中に吸い込まれる空気は、断面くびれ部と流入開口部の
両方を通ってキャビティ内に流れ、そして薬剤を含有した状態で流出開口部を通ってマウ
スピースの導出端部に流れる。断面くびれ部は、乱流によってマウスピース内で薬剤をば
らばらにすると共に分散させる度合いを向上させる。
【００２６】
　好ましくは、マウスピースは、カバーに設けられたＴ字形溝の形態をした受け口内の規
定された位置に特に解除可能に保持される。Ｔ字形溝の形態をした受け口は、吸入器の製
造中、カバーへのマウスピース又はその取付け具の取付けを助ける。マウスピースがカバ
ーに解除可能に取り付けられる場合、マウスピースをクリーニングのためにマガジンから
取り外すことができる。また、必要ならばマガジンだけを交換し、マウスピースの使用を
続行することが可能である。
【００２７】
　別の特徴によれば、ハウジングは、カバーが密封的に取り外し不能に取り付けられたベ
ースを有する。カバーとベースの両方がプラスチック材料で作られている場合、例えば溶
接によりこれらを結合することができる。当然のことながら、キャリヤは、カバーとベー
スとの間に保持されることによって保護される。
【００２８】
　好ましくは、ハウジングは、円形断面を有し、ハウジングは、円板形のキャリヤのため
のラッチ止め式回転可能取付け部となり、キャリヤを段階的に回転させる作動装置がハウ
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ジング及びキャリヤと関連していて空にされるべきキャビティを動かしてこれをマウスピ
ースに流体連通させるようになっている。作動装置を用いると、ユーザは、薬剤入りのキ
ャビティがフローチャネル内に動き、即ち、カバー端部とのところの流出開口部の下に動
き、そしてこの中の規定された位置を取るようキャリヤを動かすことができる。吸入器は
、操作が容易且つ確実である。
【００２９】
　別の特徴によれば、２つの円板形のキャリヤは、互いに直に上下に回転可能に配置され
るようにハウジング内にロック可能に回転可能に設けられ、マウスピースと関連したキャ
リヤは、カバーの流出開口部及び流入開口部に対応した出口開口部及び入口開口部を有す
る。このように、投与されるべき薬剤の複数個の投与分をコンパクトな構成のマガジン内
に貯蔵することができる。ベース側のキャリヤからの薬剤は、マウスピース側のキャリヤ
の流出開口部及びカバーの流出開口部を通過してマウスピースに入る。それと同時に、吸
引された空気は、カバーの流入開口部及びマウスピース側のキャリヤの入口開口部を通っ
て案内されてキャビティに至り、２つのキャリヤは、当然のことながら、流れの損失及び
薬剤の損失を阻止するようこれらの端面が互いに直接向かい合った状態で配置される。
【００３０】
　構成の簡単なマウントを提供するため、マウスピースに向いたキャリヤは、キャリヤの
外径よりも大きな外径を備えた周方向フランジを有し、一方において、ベース側のキャリ
ヤは、キャビティを備える自身の端面で取り付けられ、他方において、キャリヤは、ハウ
ジング内に支持されている。追加のスピンドルが正確な案内を保証するためにキャリヤを
含むマガジンのハウジング全体を貫通するのが良いことはいうまでもない。
【００３１】
　有利には、作動装置は、円形経路に沿って動くことができるようベース内に設けられた
作動要素を有し、作動要素は、ベース側のキャリヤに等間隔を置いて設けられた凹部内に
ばねアームを介して嵌まり込み、２つのキャリヤは、ベース側のキャリヤが開始位置から
一回転回されると、動いて相互に当接するタペットを有する。これにより、２つのキャリ
ヤをハウジング内で確実に回転させる構成が簡単な作動装置が得られる。
【００３２】
　正確な位置決めを達成するため、２つのキャリヤの段階的回転のため、ポット形のカバ
ーの周囲と協働する少なくとも１つのばねアームが各キャリヤと関連している。特に、各
キャリヤには２つの直径方向反対側のばねアームが設けられ、キャリヤは、例えば、射出
成形法によりばねアームと一体に製造されるのが良い。
【００３３】
　吸入器の取り扱いを一段と向上させると共に薬剤の効能を保証するため、ハウジング内
には乾燥剤及び／又は特にディジタル式湿分表示器が設けられている。当然のことながら
、吸入器のマガジン内に貯蔵されている薬剤に悪影響を及ぼさない乾燥剤を専用チャンバ
内に収容するのが良い。湿分表示器は、ハウジング内における相対湿度に関する情報を提
供し、この情報は、ユーザに視覚的に明らかであり、この情報によって、例えば薬剤を使
用できるかどうかの判定が可能である。ディジタル式湿分表示器は、変化する色、特に緑
色及び赤色又は警告通知文であるのが良い。
【００３４】
　粉末調合薬の考えられる限り最も一様な分布状態を得るため、マウスピースは、分散ユ
ニットを備えている。
【００３５】
　好都合には、各キャビティは、約５０ｍｇの粉末状調合薬を収容するよう設計され、マ
ガジンは、好ましくは、３０個のキャビティを有する。キャビティは、カバー側のキャリ
ヤに出口開口部及び入口開口部を備えた不存在（ブランク）位置を含むキャリヤの周囲に
沿って等間隔を置いて分布して配置され、各キャリヤは、１５個のキャビティを有する。
また、理論的には、任意他の数、例えば、４個、６個、８個、１０個、１２個、１６個、
２０個、２４個又は３２個のキャビティが可能である。
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【００３６】
　吸入器のマガジン内の互いに異なるキャビティの含有量をモニタするため、ハウジング
は、少なくとも部分的に透明であるよう構成され、それにより１つ又は２つ以上のキャビ
ティが既に空になったかどうか又は依然として満杯であるかどうかに関してこの透明な部
分を介して目視点検を行なうことができる。例えば、透明な部分は、特にマウスピースを
通って次に接近されるキャビティ、即ち、キャリヤの回転方向で見て小出し又は吸入位置
の前に位置するキャビティを調べることが常時可能であるように配置される。
【００３７】
　マガジンのキャリヤのキャビティ内に入っている薬剤を比較的長い期間にわたって湿分
又は湿気から保護するため、吸入器及び／又はマガジンのための取り外し可能な防湿性外
側包みが設けられる。
【００３８】
　上述すると共に以下において説明する特徴は、説明する特定の組み合わせだけでなく、
他の組み合わせでも利用できることは理解されよう。本発明の範囲は、特許請求の範囲の
記載にのみ基づいて定められる。
【００３９】
　以下において、添付の図面を参照して例示としての実施形態により本発明を詳細に説明
する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の吸入器の平面図である。
【図２】図１の吸入器の側面図である。
【図３】図１の吸入器のマウスピースの平面図である。
【図４】図３のＩＶ‐ＩＶ線に沿って見たマウスピースの断面図である。
【図５】図３のマウスピースのためのレストリクタの平面図である。
【図６】図１の吸入器のカバーの平面図である。
【図７】図６のＶＩＩ‐ＶＩＩ線に沿って見たカバーの断面図である。
【図８】図１の吸入器のベースの平面図である。
【図９】図１の吸入器のアクチュエータの断面図である。
【図１０】図１の吸入器の作動要素の平面図である。
【図１１】図１０の作動要素の側面図である。
【図１２】図１の吸入器のキャリヤの平面図である。
【図１３】図１２のＸＩＩＩ‐ＸＩＩＩ線に沿って見たキャリヤの断面図である。
【図１４】図１の吸入器の別のキャリヤの平面図である。
【図１５】図１４のＸＶ‐ＸＶ線に沿って見たキャリヤの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　吸入器１は、薬剤を吸入可能な物質、物質調合薬又は混合物の形態で投与するいわゆる
多数回投与型粉末吸入器として構成されており、この吸入器は、複数の薬剤投与分を収容
するマガジンのハウジング３に連結されたマウスピース２を有している。ハウジング３は
、本質的に、カバー４と、これに固定的に取り付けられたベース５とから成り、カバー４
は、マウスピース２のためのＴ字形溝の形態をした受け口７を形成するよう２本の脚部６
を有している。２本の脚部６相互間において、空気流のためのスロット形流出開口部８及
び流入開口部９が互いに間隔を置いた状態でカバー４に設けられている。流出開口部８及
び流入開口部９の付近には、マウスピースには部分的に載せられた隆起密封面１０がカバ
ー４に形成されている。カバー４の中央には、ハウジング３を通過したスピンドルを受け
入れるボア１１が設けられている。カバー３は、実質的にポットの形をしており、ベース
５を心出しする取付け具１３及び等距離間隔を置いて分布して配置された凹み１４が周壁
１２に形成されている。
【００４２】
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　マウスピース２は、その長手方向軸線を貫通して延びるチャネル１５を有し、チャネル
１５の断面を減少させるレストリクタ１６がチャネル１５中に挿入されている。マウスピ
ース２の長手方向軸線に垂直に凹部１７がマウスピース２に形成されており、レストリク
タ１６は、これがカバー４の流出開口部８と流入開口部９との間に存在するカバー４に取
り付けられたマウスピース２の位置に配置され、レストリクタ１６に設けられた窪み１８
を貫通するフローチャネルを形成するよう凹部１７中に挿入されている。固定されるべき
マウスピース２の部分は、カバー４のＴ字形溝の形をした受け口７内に挿入可能に両側に
脚部１９を有している。
【００４３】
　ベース５は、円の一セグメントの形をした開口部２０を備え、ボルト２２により互いに
等しいセグメントの形をした作動要素２１に連結されたアクチュエータ２３がこの開口部
２０を貫通して突き出ており、作動要素２１は、ハウジング３内に突き出たばねアーム２
４を有している。さらに、乾燥剤用のチャンバ２５がベース５上に形成されている。
【００４４】
　互いにすぐ上下に配置された２つの円形キャリヤ２６，２７が円形断面のハウジング３
内に回転可能に設けられており、直径方向反対側のばねアーム２８がこれらキャリヤ２６
，２７に設けられており、ばねアーム２８は、ポット形カバー４の周方向凹み１４により
キャリヤ２６，２７の段階的位置決めを可能にするよう互いに協働する。さらに、各キャ
リヤ２６，２７は、タペット２９を有し、このタペット２９は、他方のキャリヤ２６，２
７のタペット２９とそれぞれ協働することができる。
【００４５】
　ベース側のキャリヤ２７は、ベース５に向いたその端面３０に等距離間隔を置いて分布
して配置された凹部を有し、作動要素２１のばねアーム２４がこれら凹部に嵌まり込む。
さらに、薬剤を収容した円板形キャビティ又はウェル３２は、不存在（ブランク）位置３
１を含めて、キャリヤ２７の周囲に沿って均等に分布して配置されている。
【００４６】
　キャリヤ２６の周囲に沿って均等に分布して配置されたキャビティ３２は又、カバー側
のキャリヤ２６のカバー４に向いた端面３３上に形成され、１つの位置３４では、キャビ
ティ３２に代えて、出口開口部３５及び入口開口部３６が設けられており、これら出口開
口部及び入口開口部は、カバー４の流出開口部８及び流入開口部９に対応しており、出口
開口部３５及び流出開口部８は各々、スロットの形をしており、入口開口部３６及び流入
開口部９は各々、形状が円筒形である。さらに、マウスピース２に向いたキャリヤ２６は
、周方向フランジ３７を有し、この周方向フランジは、外径がキャリヤ２６，２７よりも
大きく、一方において、ベース側のキャリヤ２７は、キャビティ３２を備える自身の端面
３８で取り付けられ、他方において、キャリヤは、ハウジング３のカバー４内に支持され
ている。
【００４７】
　キャビティ３２の全てに薬剤が充填されている吸入器１の初期状態では、カバー側のキ
ャリヤ２６の出口開口部３５及び入口開口部３６は、カバー４の流出開口部８及び流入開
口部９と面一をなす位置にあり、ベース側のキャリヤ２７の不存在位置３１は、カバー側
のキャリヤ２６の位置３４の下で流出開口部８及び流入開口部９に位置合わせされる。カ
バー４がカバー側のキャリヤ２６の関連の端面３３に直接載ると共にカバー側のキャリヤ
２６がその端面のところでベース側のキャリヤ２７に直接載ると、キャビティ３２から逃
げ出ることができる薬剤は生じない。
【００４８】
　吸入器を用いるため、作動要素２１をアクチュエータ２３と一緒に動かし、作動要素２
１のばねアーム２４は、ベース側のキャリヤ２７の凹部のうちの１つに嵌まり込み、そし
てキャリヤ２７を回してばねアーム２８がついにはカバー４の対応の凹み１４内にラッチ
止め状態で嵌まり込んでカバー側のキャリヤ２６の出口開口部３５及び入口開口部３６の
下の回転位置と関連したキャビティ３２を位置決めする。ユーザは、マウスピース２のチ
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ャネル１５を通って空気を吸い込み、空気は、レストリクタ１６とカバー４の流入開口部
８の両方及びマウスピース側のキャリヤ２６の入口開口部３５を通って空にされるべきキ
ャビティ３２に流れ、それにより、薬剤をカバー側のキャリヤ２６の出口開口部３５、カ
バー４の流出開口部８及びマウスピース２のチャネル１５を通ってユーザに運ぶ。空にな
ったキャビティ３２がカバー側のキャリヤ２６の出口開口部３５及び入口開口部３６の下
に位置合わせされているこの位置では、吸入器１を持ち運ぶことができる。次のキャビテ
ィ３２をカバー側のキャリヤ２６の出口開口部３５及び入口開口部３６の下に位置決めす
るために、アクチュエータ２４を前後に動かしてベース側のキャリヤ２７を回転させる。
ベース側のキャリヤ２７のキャビティ３２の全てをいったん空にすると、２つのタペット
２９が動いて相互係合状態になり、そしてウェル３２を正確に位置決めするために２つの
キャリヤ２６，２７を回したときにばねアーム２８の全てが作用状態にある間、キャリヤ
２７のキャビティ３２を空にするためにカバー４の流出開口部８及び流入開口部９の下に
配置することを目的として、ベース側のキャリヤ２７の回転運動がカバー側のキャリヤ２
６の回転運動を伴う。
【符号の説明】
【００４９】
　１　吸入器
　２　マウスピース
　３　ハウジング
　４　カバー
　５　ベース
　６　容器７の脚部
　７　受け口
　８　流出開口部
　９　流入開口部
　１０　密封面
　１１　ボア
　１２　カバー４の壁
　１３　取付け具
　１４　凹み
　１５　チャネル
　１６　レストリクタ
　１７　凹部
　１８　レストリクタ１６の窪み
　１９　マウスピース２の脚部
　２０　開口部
　２１　作動要素
　２２　ボルト
　２３　アクチュエータ
　２４　ばねアーム
　２５　チャンバ
　２６　キャリヤ
　２７　キャリヤ
　２８　キャリヤ２６，２７のばねアーム
　２９　タペット
　３０　キャリヤ２７の端面
　３１　不存在（ブランク）位置
　３２　キャビティ
　３３　キャリヤ２６の端面
　３４　位置
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　３５　出口開口部
　３６　入口開口部
　３７　フランジ
　３８　キャリヤ２７の端面
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤を吸入可能な物質、物質調合薬又は混合物の形態で投与する吸入器、特に粉末吸入
器であって、マウスピース（２）と、ハウジング（３）を備えたマガジンとを有し、前記
ハウジングが前記薬剤を入れた複数個のキャビティ（３２）を有し、前記マウスピース（
２）が前記キャビティ（３２）のうちの１つと流体結合状態にあり、
　閉鎖状態の前記ハウジング（３）は、非密封状態の前記キャビティ（３２）を備えた少
なくとも１つのキャリヤ（２６，２７）を覆うカバー（４）と、前記カバー（４）に取り
付けられたベース（５）を有し、前記キャリヤ（２６，２７）は、キャビティ（３２）を
前記マウスピース（２）に流体結合するために前記カバー（４）に対して動くことができ
る吸入器において、
　２つのキャリヤ（２６，２７）が前記ハウジング（３）に設けられ、互いに直に上下に
配置され、一方のキャリヤ（２６）は前記吸入器のカバー（４）側に設けられ、前記マウ
スピースと関連しており、もう一方のキャリヤ（２７）は前記吸入器のベース側に設けら
れており、
　前記マウスピース（２）と関連した前記キャリヤ（２６）は、前記カバー（４）の流出
開口部（８）及び流入開口部（９）に対応した出口開口部（３５）及び入口開口部（３６
）を有し、前記ベース側の前記キャリヤ（２７）からの薬剤を前記マウスピース側の前記
キャリヤ（２６）の前記出口開口部（３５）及び前記カバー（４）の前記流出開口部（８
）を通過して前記マウスピース（２）に入ることができ、それと同時に吸引された空気が
前記カバー（４）の前記流入開口部（９）及び前記マウスピース側の前記キャリヤ（２６
）の前記入口開口部を通って案内されて前記キャビティ（３２）に至る、
　ことを特徴とする吸入器。
【請求項２】
　前記カバー（４）の流出開口部（８）及び流入開口部（９）は、前記マウスピース（２
）の付近で互いに間隔をおいて配置され、少なくとも前記流出開口部（８）は、空にされ
るべきカップ形キャビティ（３２）の付近に配置されている、
　請求項１記載の吸入器。
【請求項３】
　前記マウスピース（２）は、特にスロット形の前記流出開口部（８）と前記流入開口部
（９）との間に断面くびれ部を有する、
　請求項１又は２記載の吸入器。
【請求項４】
　前記マウスピース（２）は、前記カバー（４）に設けられたＴ字形溝の形態をした受け
口（７）内の規定された位置に特に解除可能に保持されている、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項５】
　前記ハウジング（３）は、前記カバー（４）が密封的に取り外し不能に取り付けられた
ベース（５）を有する、
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項６】
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　前記ハウジング（３）は、円形断面を有し、前記ハウジング（３）は、前記２つのキャ
リヤ（２６，２７）のためのラッチ止め式回転可能取付け部となり、前記キャリヤ（２６
，２７）を段階的に回転させる作動装置が前記ハウジング（３）及び前記キャリヤ（２６
，２７）と関連していて空にされるべきキャビティ（３２）を動かしてこれを前記マウス
ピース（２）に流体連通させるようになっている、
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項７】
　前記２つのキャリヤ（２６，２７）は、円板形であり、互いに直に上下に回転可能に配
置されるように前記ハウジング（３）内にロック可能に回転可能に設けられている、
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項８】
　前記マウスピース（２）に向いた前記キャリヤ（２６）は、前記キャリヤ（２６，２７
）の外径よりも大きな外径を備えた周方向フランジ（３７）を有し、一方において、前記
ベース側のキャリヤ（２７）は、前記キャビティ（３２）を備える自身の端面（３８）で
取り付けられ、他方において、前記キャリヤ（２７）は、前記ハウジング（３）内に支持
されている、
　請求項７記載の吸入器。
【請求項９】
　前記作動装置は、円形経路に沿って動くことができるよう前記ベース（５）内に設けら
れた作動要素（２１）を有し、前記作動要素は、前記ベース側のキャリヤ（２７）に等間
隔を置いて設けられた凹部内にばねアーム（２４）を介して嵌まり込み、前記２つのキャ
リヤ（２６，２７）は、前記ベース側のキャリヤ（２７）が開始位置から一回転回される
と、動いて相互に当接するタペット（２９）を有する、
　請求項６ないし８のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１０】
　前記２つのキャリヤ（２６，２７）の段階的回転のため、ポット形の前記カバー（４）
の周囲と協働する少なくとも１つのばねアーム（２８）が各キャリヤ（２６，２７）と関
連している、
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１１】
　前記ハウジング（３）内には乾燥剤及び／又は特にディジタル式湿分表示器が設けられ
ている、
　請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１２】
　前記マウスピース（２）は、分散ユニットを備えている、
　請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１３】
　各キャビティ（３２）は、約５０ｍｇの粉末状調合薬を収容するよう設計され、前記マ
ガジンは、好ましくは、３０個のキャビティ（３２）を有する、
　請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１４】
　前記ハウジング（３）は、少なくとも部分的に透明であるよう構成されている、
　請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１５】
　次の前記キャビティ（３２）を前記カバー側のキャリヤ（２６）の前記出口開口部（３
５）及び前記入口開口部（３６）の下に位置決めするために、アクチュエータ（２４）を
前後に動かして前記ベース側の前記キャリヤ（２７）を回転させ、前記ベース側の前記キ
ャリヤ（２７）の前記キャビティ（３２）全てをいったん空にすると、２つのタペット（
２９）が動いて相互結合状態となり、前記カバー側のキャリヤ（２６）の前記キャビティ
（３２）を空にするために前記カバー（４）の前記流出開口部（８）及び前記流入開口部



(15) JP 2012-510324 A5 2014.6.26

（９）の下に配置することを目的として、前記ベース側のキャリヤ（２７）の回転運動が
前記カバー側のキャリヤ（２６）の回転運動を伴う、
　請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の吸入器。
【請求項１６】
　取り外し可能な防湿性外側包み及び／又は前記マガジンのための外側包みを有する、
　請求項１ないし１５のいずれか１項に記載の吸入器。


	header
	written-amendment

